
   

 

 

 

 

     

【９月１４日（土）「いきいき長寿お祝いの会」】 
９月１４日（土）に、JA庄内支店・多目的ホールにて「いきいき長寿お祝い会」が行われました。庄内小学

校の児童は、授業日とし、記念品授与と発表で会に参加させていただきました。 

まず、６年生が開会時の児童挨拶と記念品授与を担当させていただきました。庄内小の１・２年生が一生

懸命制作したメダルと３・４・５・６年生が心を込めた書いた手紙を参加した方に手渡しました。次に、音楽の

発表を行いました。１・２・３年生は，「庄内小第２校歌『大好きなユリノキ』」と「世界中の子どもたちが」を

合唱しました。元気いっぱいの歌声を響かせて、参加された皆さんを虜にしていました。４・５・６年生は「庄

内小学校・校歌」の合唱奏を披露しました。リコーダーだけでなく、４年生時に学んだ「大正琴」で伴奏し、

校歌を歌いました。庄内小の先輩でもある皆さんの中には、一緒に校歌を歌っていただいた方がみえまし

た。私の心がじんわりと温かくなりました。閉会時も６年生が挨拶をさせていただきました。 

閉会後に参加された皆さんから、「メダルをいただいて嬉しかった。」「子どもたちに元気をもらった。」等

の感想をお聞きしました。子どもたちの元気を皆さんにお届けすることができ、嬉しい限りです。このように

人前で発表する機会をいただいたことで、貴重な体験をさせていただきました。心より感謝申し上げます。 

いきいき長寿お祝いの会に参加させていただいた記念として、庄内地域づくり協議会より児童一人ひと

りにお礼の品をいただきました。誠にありがとうございました。 

  
 

 
 

 

庄内小学校通信 

第１９号 

２０２４年９月２０日 

 

6 年生 8 名は、 

挨拶と表彰式の 

アシスタントを

務めました。 

代表の方に、 

みんなで作った 

メダルとお手紙 

を渡しました。 

１･２･３年生は合唱で発表しました。 

『庄内小第２校歌 大好きなユリノキ』 

『世界中の子どもたちが』 

元気な歌声がホールに響きました。 

「素敵な歌声だったよ！ありがとう！」 

４･５･６年生は合唱奏でした。 

『庄内小学校 校歌』 

大正琴とリコーダーの伴奏で、 

皆さんと一緒に歌いました。 

「さすがです！ありがとう！」 



【９月６日（金）予告なしの『避難訓練』にチャレンジしました】 

９月６日(金)の２・３限目の間の休み時間に，地震と火事を想定した避難訓練を行いました。子どもたち

には事前に指導してありましたが、訓練をいつ行うかは知らせていませんでした。 

子どもたちにとって大好きな休み時間、いつものようにたくさんの子どもたちが外で楽しそうに遊んでい

ました。そこに、教頭先生からの緊急放送。「大地震です！」 すると、外で遊んでいる子どもたちは、あっとい

う間に運動場の真ん中に集まり、しゃがんで低い姿勢になりました。誰一人休み時間が減ったからと文句を

言っている子はいません。校舎内にいる人たちも、机の下にもぐったり、倒れそうなものから離れたり、各々が

安全を確保していました。「ただちに避難しなさい。」と緊急放送が入ると、頭の安全を確保する行動をとり

ながら、避難を開始しました。「正面玄関が崩れ、通ることができない」という設定もしました。校舎内にいる

子どもたちは、通れない所を避け、静かに急いで校舎から出ました。運動場への避難完了は２分３０秒。こ

れも、子どもたちみんなが落ち着いて行動できたからです。 

３・５年生は、避難先の運動場に担任の先生がいませんでした。火事が起こった設定の下、担任の先生

が初期消火に向かったからです。３年生は側にいた先生にサポートしてもらいましたが、５年生は自分たち

自身で人数を数え、全員無事であることを教頭先生に伝えることができました。 

私は、講評で、どの子も自ら進んで正しい行動ができていたことをとても素晴らしいと褒めました。災害か

ら命を守るには、最も重要な自分で自分を守る「自助」ができたからです。また、今年１月の能登半島地震

では、運動場にひび割れができました。子どもたちに「もしひび割れがあったら…。」と問いかけると、３年生

が「ひび割れのないところを見つけて避難する。」とすかさず意見を述べてくれました。その判断力も素晴ら

しいです。このような子どもたちの姿は、お家の方々の子育ての賜物だと感じています。 

地震はいつ起こるかわかりません。学校にいるときでなく、登下校中や放課後に遊んでいる時かもしれま

せん。庄内小の校区に津波は来ませんが、土砂 

災害の可能性があります。また、海や河口の近く 

にいたら、津波から逃げなければいけません。子 

どもたちは、訓練で命を守る行動をとることがで 

きました。このことに気を緩めることなく、いざと 

いう時に「自助」できるようになってほしいです。 

ご家庭でも，避難訓練で頑張ったことを褒めて 

あげてください。そして、どうすればお子さんや 

家族みんなが命を守れるか、お話しする機会 

にしていただければ嬉しいです。 

 

 

【９月の生活目標のテーマは「あいさつ」です！】 

 庄内小学校では、子どもたちの９月の取組として「あいさつ」をテーマに取り組んでいます。各学年で話し

合い、学年ごとに目標を決めて取り組んでいます。「あいさつ」でつながる素敵な仲間になってほしいです。 

 

よろしければお家でのお話の参考にしてください。 

家族で開く防災会議（「防災みえ.jp」より） 

□ 家の中でどこが一番安全か？危険なところはどこか？ 

□ 避難場所（一時避難場所、指定避難場所）はどこか？ 

□ 最短距離より安全な避難ルートを考える。 

□ 自分たち家族の集合場所を決める。 

□ 連絡方法を考える。（「NTT災害用伝言ダイヤル 171」等） 

□ 普段から火器器具の点検、家の補修、室内の整頓をする。 

□ 非常時に持ち出す物として何をそろえておくか？ 

□ 消火器や救急箱、非常持ち出し品の置き場を確認する。 

□ 防災訓練等に積極的に参加する。 


